
「原発事故後の
甲状腺がんについて」

牛山元美（うしやまもとみ）循環器内科医
さがみ生協眼科内科・内科部長/ 神奈川北央医療生
活協同組合・理事長/ 神奈川県保険医協会・理事/公
害環境対策部・副部長 / 保団連公害環境対策部・部
員/ 公益社団法人日本女医会・理事 / 甲状腺がん支援
グループあじさいの会・共同代表 /  核戦争防止神奈
川県医師の会（反核医師の会神奈川支部）共同代表

5月30日(土)
午後1:30開場 2:00開演

主催：NPO法人チェルノブイリへのかけはし  TEL/FAX（011）891-4382

申込： info＠kakehashi.or.jp  お名前と電話番号 予約のみ 60名先着
会費： 大学生以下無料 大人1,000円（チェルノブイリ救援活動に寄付されます）
会場： 札幌駅近く（参加申し込みのメール 返信でご確認願います。）

ベラルーシやセミパラチンスクで被爆医療に
ついて学び、フクシマへの医療支援を介して、
2016年より原発事故後に福島で多数見つかっ
た小児甲状腺がん患者や家族を支援する活動、
市民団体の次の原発事故に備えるための安定
ヨウ素備蓄を呼びかける活動中。循環器内科医として診療に従事

するかたわら、医療被曝や原発
事故による放射線被爆による健
康影響に関心を持ち、2011年の
東電福島第一原発事故後は、子
供たちを被爆から守るために学
校や市に働きかける市民活動に
参加。

被爆救援医療とのかかわり

世界の被ばくの救援
医療支援とのかかわり

ベラルーシ
セミパラチンスク
フクシマ

循環器内科医として、
医療被ばくや放射線被
ばくによる健康被害に

よりそう。

2011年の東電福島原
発事故後、子どもた
ちを被ばくから守る
ために、教育現場や
市民活動と連携。
小児甲状腺がん患者
や家族を支援する活
動をされています。

次の原発事故に備える

市民団体と連携し、

安定ヨウ素剤備蓄を

呼びかけています。

甲状腺検査は異常があれば

１年に一度は

やってく

ださいね。

講師牛山元美先生

In札幌

1996.4.24
朝日新聞
チェルノブイリ
事故から10年。
小児甲状腺がん
の手術を終えた
ばかりの10歳の
リリヤさん

当日は、安定ヨウ
素剤の配布もござ
います。

予防のために！
チェルノブイリの
教訓を忘れない

で！

お申し込みは
こちら。⇒

電話の場合は午後
1：00～5：00

＃チェルノブイリ
40周年記念事業
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